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糊
榊

白
山
野
々
市
広
域
事
務
組

合
は
2
 
0
日
、
白
山
市
北
安
田

町
地
内
で
建
設
を
進
め
て
い

た
松
任
消
防
署
千
代
野
分
署

の
竣
工
式
を
行
い
、
地
域
に

お
け
る
新
た
な
防
災
拠
点
の

完
成
を
祝
っ
た
=
写
真
。

冒
頭
、
同
組
合
長
の
山
田

憲
昭
市
長
が
新
施
設
の
特
徴

を
説
明
し
た
上
で
「
救
急
体

狭
あ
い
化
な
ど
を
受
け
、
既

存
施
設
東
側
の
駐
車
場
で
建

て
替
え
た
。
新
施
設
の
建
設

規
模
は
S
造
2
階
建
て
延
べ

8
0
1
平
方
㍍
。
内
部
に
は

個
室
の
仮
眠
室
や
女
性
用
シ

ャ
ワ
ー
室
・
ト
イ
レ
を
整
備
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
も
万
全
を
期
す
。

こ
の
ほ
か
、
7
 
2
時
間
運
転
対

応
の
自
家
発
電
設
備
の
ほ

か
、
自
家
井
戸
を
水
源
と
し

た
耐
震
性
防
火
水
槽
(
4
0
少
)

を
設
置
し
、
災
害

対
応
力
を
強
化
す

る
。建

築
以
外
の
施

工
は
、
電
気
設
備

お
よ
び
非
常
用
発

電
機
設
備
を
島
野

電
機
商
会
、
機
械

設
備
を
イ
ケ
ザ
キ

設
備
。

設
計
は
V
A
N

建
築
事
務
所
(
金

沢
市
)
が
担
当
し

た
。

能
。
愛
称
や
そ
の
説
明
・
理

由
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
な

ど
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

の
ほ
か
、
応
募
箱
で
受
け
付

け
る
。
採
用
さ
れ
た
人
は
開

館
記
念
式
典
で
表
彰
さ
れ
、

に
出
場
す
る
選
手
激
励
会

を
市
役
所
で
開
く
。

全
国
大
会
に
は
市
内
か

ら
金
山
竜
靖
(
タ
イ
ル
張

り
、
2
 
1
歳
・
車
輪
タ
イ
ル
)
、

飯
田
大
翔
(
配
管
、
2
 
2
歳

・
剛
配
管
設
備
工
業
)
、

が
出
場
す
る
。

全
国
大
会
は
、
1
2
月
1
7

日
か
ら
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
な
ど
1
 
4
会
場
で
行
わ

れ
、
4
 
2
職
種
で
青
年
技
能

者
が
技
能
レ
ベ
ル
日
本
一

を
競
う
。

久
坂
和
之
、
竹
内
申

一
、
田
淵
基
樹
、
久

展
示
作
品
を
説
明

す
る
吉
田
さ
ん
=

山
岸
製
作
所

で
す
」
と
し
て
い
る
。

平
日
は
午
前
虹
時
か
ら
午

後
6
時
、
土
日
祝
日
は
午
前

1
 
0
時
か

は
定
休

讃
雑
鞘

後
4
時
に
終
了
。
問
い
合
わ

ま
で
。

髪
後
彩
彩
杉
の
n
多
彩
彩

出席者による記念撮影
㊤と講演する山田学長

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
」

芝
浦
工
大
石
川
5
0
周
年
式
典
山騨長鵬己舗演

芝
浦
工
業
大
学
校
友
会
石

川
支
部
は
2
 
0
日
、
金
沢
市
内

の
A
N
A
ホ
リ
デ
ィ
・
イ
ン

金
沢
ス
カ
イ
で
創
立
5
 
0
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
た
。
出

席
し
た
関
係
者
的
4
 
0
人
が
5
0

年
の
節
目
を
祝
い
、
さ
ら
な

る
発
展
を
奮
い
合
っ
た
。

席
上
、
多
田
哲
則
支
部
長

が
式
辞
で
恩
師
の
故
石
川
洋

美
同
大
名
誉
理
事
長
と
の
思

い
出
を
披
露
。
式
典
開
催
に

尽
力
し
た
関
係
者
に
も
謝
意

を
表
し
、
「
生
ま
れ
る
前
か

ら
芝
浦
に
入
る
こ
と
が
運
命

付
け
ら
れ
て
い
た
。
今
後
も

大
学
や
校
友
会
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
で
あ
る
山

田
純
学
長
や
加
藤
善
次
郎
校

友
会
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

同
大
や
校
友
会
の
一
層
の
飛

躍
へ
協
力
を
求
め
た
。
同
会

の
発
展
に
寄
与
し
た
中
村

等
、
捌
野
政
弘
、
宝
蔵
世
紀
、

金
指
昭
郎
の
4
氏
が
功
労
者

表
彰
を
受
け
、
捌
野
氏
が
謝

辞
と
と
も
に
5
0
年
の
歩
み
を

語
っ
た
。

こ
の
後
、
山
田
学
長
が

学
の
現
状
と

2
0
2
7
牢
の
1
○
○
周
年

に
向
け
譲
り
組
み
」
と
題

し
て
語
合

は
女
子

籠
。
山
田
学
長

率
3
 
0
%
の
目

標
を
示
恵
、
「
大
手
企
業
は

女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
求
め
て

い
る
。
旦
黛
憂
え
て
い
く

に
は
女
性
技
術
者
の
育
成
が

必
要
」
と
話
し
た
。
ス
チ
ー

ク
ホ
ル
ダ
丁
の
満
足
度
向
上

も
掲
げ
、
華
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
あ
る
と
満
足
度
が

高
ま
る
」
と
述
べ
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
と
奨
学
の
一
体
化
を

強
調
し
竜

式
典
轟
愈
講
演
は
、
同

支
部
の
H
中
か
ら
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
視
聴
で
き
る
。

千
葉
市
の
「
花
見
川
住
宅
大
規
模
修
繕
工
事
」

聞
襲
サ
イ
ン
ル
園
露
語

全
4
 
0
棟
・
計
脚
戸
対
象
に

N
P
O
法
人
日
本
外
断

熱
協
会
(
東
京
)
は
2
 
7
日
、

千
葉
県
千
葉
市
で
国
交
省

の
補
助
金
を
活
用
し
た

方
㍍
に
1
̃
9
街
区
が
あ

り
、
賃
貸
と
分
譲
に
分
か

れ
て
い
る
。
各
棟
は
R
C

造
5
階
建
て
で
、
全
体
の

重
い

ま
は

5
ュ

ニ
ー
と
階
段
部
の
修
繕
。

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
計
画
は
日

本
の
伝
統
色
で
あ
る
胡

桃
、
柳
、
浅
紫
、
山
吹
、

深
川
鼠
(
ね
ず
み
)
の
5

色
を
採
用
。
干
葉
市
景
観

計
画
の
承
認
を
得
て
、
全

棟
が
規
則
正
し
く
、
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
状
に
見
え
る

よ
う
に
配
色
し
、
街
並
み

と
の
調
和
を
図
っ
て
い

る
。
施
工
者
は
鹿
島
建
物

(
塵
界
)
が
担
当
。

今
回
、
蓼
蕾
工
事
が
毒

住
宅
は
耐
震
診
断
の
結

果
、
全
4
 
0
棟
中
、
3
 
8
棟
が

補
強
の
必
要
性
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
大
規
模
修

纏
と
外
断
熱
改
修
が
可
能

に
な
っ
た
。

長
年
住
み
慣
れ
た
住
宅

団
地
の
耐
震
化
は
大
き
な

課
題
だ
が
、
同
賎
以
上
の

高
齢
者
に
と
っ
て
建
て
替

え
に
な
っ
た

的
、
精
神

7街区の2-5号棟

痛
を
強
い
ー

命
、
経
済

大
き
な
苦

否
が
、
今

み
続
け
な

が
ら
大
規
模
修
繕
が
で
き

れ
ば
、
そ
う
し
た
負
担
は

少
な
く
画
期
的
。
̃

コ
ン
サ
ル
か
ら
設
計
・

監
理
ま
で
を
手
掛
け
る
高

屋
設
計
環
境
デ
ザ
イ
ン
ル

ー
ム
の
高
屋
利
行
代
表
は

「
違
勿
と
主
異
の
2
つ
の


